
第１３回 
木曽三川下流部船舶対策協議会 
 
  木曽三川下流部不法係留船対策に係る計画書 
   第２次計画（課題の整理） 

平成２９年８月２５日 

国土交通省 中部地方整備局 

木曽川下流河川事務所 



     議事等 

１．第２次計画スケジュール 
 

２．第２次計画の策定に向けた課題の整理 
 
３．参考資料 
  （木曽三川下流部における不法係留船の 
   現状、不法係留船対策の課題） 
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現行の計画書での方針 対応策・方針(たたき台) 

漁船 
(変形護岸) 

・変形護岸は生業船であっても整理・集約していく。 
 
・船舶が存在しない変形護岸は占用廃止する。 
 
 

第２次計画の策定に向けた課題の整理 

・変形護岸に係留できる船舶は、管理が徹底できる
生業の用に供する船舶とする。 

・占用者は不法係留船の排除等、適切な管理運営
を行うこととする。 
 

・船舶所有者は出水時における避難場所を確実に
確保する。 

・変形護岸の整理・集約に向けた協議は行われていない。 
・生業船に配慮した占用許可が変形護岸以外に与えられている。 
・利用されていない変形護岸が存在する（特に長良川右岸）。 

現在の課題 

・生業船の定義が曖昧で、ﾌﾟﾚｼﾞｬｰﾎﾞｰﾄと区別できない。 

・占用者の調査結果が、実際の係留船舶数と一致しておらず、
また許可のない船舶が係留されている。 
・管理が及んでいない変形護岸(加路戸等)が存在する。 

・避難基準が高水敷の冠水する氾濫注意水位等とされており、
現実的に退避させることが困難と考えられ、また、具体的な避難
方法・場所が明記されていない。 

⇒変形護岸の整理・集約 
⇒占用許可基準の明確化 
⇒占用廃止の適時実施 

⇒係留許可船舶定義の厳密化 

⇒占用者による適切な管理の徹底 
 （占用許可書に、係留船舶の実態把握の徹底、新規係留・
権利譲渡の禁止等の記載の義務化） 

⇒管理計画書における出水時の避難の基準・方法・場所の
具体的な記載の義務化 

許可なし漁船 
(変形護岸外) 

 
 
 ・自助努力により係留場所を確保する。 

・占用者から変形護岸への係留許可を得たのちに
係留することは可能である。 

⇒既存施設(変形護岸、漁港)の活用 
⇒民間活力の利用、新たな係留施設の構築 

 
⇒代執行の適時実施 
⇒放置禁止指定の実施 
⇒重点的撤去区域の拡張 
 

・重点的撤去区域の設定・拡充、及び代執行を実施
する。 

・係留場所が部分的に不足している（特に揖斐川上流）。 

・漁業の利便性のために、河川管理者が提示する空きのある変
形護岸への移動勧告が拒まれている。 

・既重点的撤去区域での対策が未解消である。 
・変形護岸の係留許可を得ながら、変形護岸外に係留している
船舶が存在する（特に揖斐川上流）。 

プレジャー 
ボート 

・自助努力によりマリーナ等へ移動する。 
・民間活力等を活用する。 

・民間マリーナ施設整備の予定は立っていない。 

・暫定係留施設については、権利譲渡や隻数の追
加は認めない。 

・揖斐川の暫定係留施設（7.2k右岸 上之輪新田等）の解消に
至っていない。また、権利譲渡も一部で確認されている。 

⇒暫定係留施設については、期限超過における強制的な措
置の執行 

・重点的撤去区域の設定・拡充、及び代執行を実施
する。 

・現在設定している重点的撤去区域内の不法係留船が未解消
である（油島地先・船頭平閘門木曽川水路及び西川地先）。 

⇒代執行や放置禁止指定、重点的撤去区域の拡張 
⇒自宅等陸上保管の推進 
⇒既存施設（マリーナ等）の活用・誘導 

・占用廃止とした変形護岸については、新たに水面
利用のための離発着場所として占用は可能とする。 

・変形護岸の利活用はしていないが、実態上、水上バイク離発
着場所となっている箇所が存在する（特に長良川右岸） 。 

⇒変形護岸の利用規制の実施 
⇒水上バイクの利用実態の把握 

計画の実効
性を確保する 
ための方策 

・計画推進のための体制整備 
 （各水域管理者、自治体、警察機関、利用者、事
業者が協議会を通して連携） 

・河川管理者のみが主に取り組んでいる。 
・複数市町村にまたがる調整が必要であり、対策の足並みがそ
ろわない(船頭平閘門木曽川水路及び西川地先)。 
・計画に基づく各取り組みのフォローアップができていない。 

⇒各関係機関がそれぞれ取り組むべき事項の調整 
⇒自治体（占用者）の責務の厳密化 
⇒PDCAサイクルに基づくフォローアップの実施 

・条例整備に向けた取組 
 （地方自治体への条例策定の要求） 

・具体的な方策が未検討である。 ⇒プレジャーボートの係留保管の適正化等に関する条例の
策定 

・広報啓発活動の取組 
 （各水域管理者、地方公共団体と連携した幅広い
啓発活動の実施） 

・具体的な方策が未検討である。 ⇒各種広報ツールによる実施 
⇒一般市民に対する不法係留船対策の意義・目的等の周知 

・接続する他水域との協議・連携が不足している。 
・H25「PBの適正管理及び利用環境改善のための総合的対策に
関する推進計画書」が策定され、放置艇ゼロに向けた数値目標
が設定された。 

⇒他水域管理者（港湾、県、マリーナ管理者）との連携・施設
の共有 

⇒係留施設設置を伴う事業スキームの検討 

・放置艇発生を予防する具体的な方策が未実施である。 ⇒変形護岸係留登録を抹消する場合の所有船舶の廃船処
理・動向把握の義務化 

 
 
 ・土砂堆積等で利用できない変形護岸(鎌ヶ地等)が存在する。 

・維持管理費用の捻出方法、負担先が定まっていない。 

・現在は係留船を所有せず、権利の保持のみを主張する漁業者
が存在する(特に長良川左岸)。 

⇒利用者負担を考慮した利用規約の策定、利用規約に基づ
く維持浚渫の実施 

⇒権利のみを保持する利用者に関する規制の確立 
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木曽三川下流部における不法係留船の現状

これまでの対策の経緯

不法係留船の現状

これまで様々な対策を講じているものの、解消には至っていない。

木曽三川下流部における不法係留船舶の状況特に、重点的撤去区
域として設定されて
いる油島地先、船頭
平閘門木曽川水路及
び西川地先や、係留
施設が存在しない揖
斐川上流区間におい
て船舶の不法係留が
顕著である。

木曽三川下流部における不法係留船舶の分布状況

第１回協議会の開催

計画書の策定

H29年度 「木曽三川下流部不法係留船対策に係る計画書第2次計画」を策定予定

【自主撤去】ブースター船

主な協議会での経緯 主な対策実施の経緯

【簡易代執行】下坂手変形護岸

【簡易・行政代執行】松之木変形護岸

【簡易代執行】西川地先

【簡易代執行】ケレップ水制群

【重点的撤去区域】ケレップ水制群

【重点的撤去区域】船頭平木曽川水路及び西川地先

【重点的撤去区域】油島地先

【自主撤去】船頭平暫定係留施設

H20.2

H23.6

-1-
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変形護岸における課題

不法係留船対策の課題

①整理・集約に向けての現状

H28変形護岸実態調査によると、更新希望利用
者がいない変形護岸も存在し（小家、海津
No.3,4,5,6,10）、漁業利用が減少している施
設では、水上バイクの乗降場として利用されて
いる。また、各施設で空きスペースも多く存在
する。

海津No9変形護岸の状況(左)と変形護岸の空き状況(右)

③係留船舶の実態把握

河川管理者と占用者によるそれぞれの調査結果
の船舶数に乖離があり、係留船舶の実態を把握
できていない可能性がある。

調査結果差異の一例

④維持管理が必要な変形護岸の存在

土砂堆積のため、干潮時での吃水を確保するた
めの維持浚渫が必要な施設が存在する。

鎌ヶ地(左)と松田(右)の土砂堆積状況

②係留許可船舶の定義

現計画書における係留許可船舶の定義では、漁
船番号を有さないプレジャーボートでも係留が
認められる可能性がある。また、外観からでは
許可船舶かどうかの判断ができず、巡視調査等
による管理が困難である。

現計画書における変形護岸係留許可船舶についての記載

⑤避難方法・場所の確実な確保

管理計画書に記載される対処基準超過時には高
水敷は冠水するため、退避が現実的に困難であ
る。また、避難先を占用者及び河川管理者が把
握できていない。

出水時の体制の例

①：河川管理者による係留船舶の実地調査
②：占用者による利用者へのヒアリング調査

0.0k～11.6k 桑名市 1 5

11.6k～19.0k 愛西市 － －

19.0k～24.4k 海津市(羽島市) 1 0

-2.0k～0.4k 桑名市 － －
0.4k～8.0k 木曽岬町 1 10
8.0k～10.0k 弥富市 － －
10.0k～22.8k 愛西市 5 30

5.4k～12.4k 桑名市 － －
12.4k～25.6k 海津市 10 80
25.6k～30.2k 羽島市 － －
2.8k～11.8k 桑名市 11 95
11.8k～18.8k 愛西市 － －
18.8k～24.4k 海津市 － －

‐0.6k～16.6k 桑名市 5 3
16.6～24.8k 海津市 － －
‐1.0k～12.6k 桑名市 － －
12.6k～26.8k 海津市 1 0

右岸 0.2k～2.0k 桑名市 － －
左岸 0.2k～2.0k 桑名市 － －

多度川

長良川

右岸

左岸

揖斐川

右岸

左岸

変形護岸
の箇所数

変形護岸内
の空きｽﾍﾟー ｽ

木曽川

右岸

左岸

区間 関係市町

A 63 36

B 1 10

C 28 35

D 7 14
E 9 17
F 16 11

地区名 ①調査 ②調査

-2-
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変形護岸外における課題

不法係留船対策の課題

⑥重点的撤去区域の現状

油島地先・船頭平閘門木曽川水路及び西川地先
では、重点的撤去区域の公示にも関わらず、そ
れぞれ主にプレジャーボート・漁船の不法係留
が解消されていない。

油島地先(左)と船頭平閘門木曽川水路及び西川地先(右)の状況

⑩水上バイクによる水面利用

水上バイクによる水面利用については、今後、
マナー違反によるトラブル、不法係留される可
能性もあることから、注視していく必要がある。

水上バイク利用者による水面利用の状況（長良川）

⑦係留許可船舶の不法係留

変形護岸への係留許可を得ていながら、変形護
岸外へ不法係留している船舶が存在する。

H26河川法施行令の改正により船舶の放置行為
が罰則適用の対象となったため、木曽三川での
適用を図っていく。

中国地方整備局での対策事例

⑨暫定係留施設解消に向けた取り組み

暫定係留施設（上之輪新田、下深谷部(城の
堀・野球場前)）は暫定係留期間の10ヵ年を超
過しているものの、恒久施設への移動の目途が
立っていない。

上之輪新田の利用状況

⑪他水域管理者との連携

接続する水域ではプレジャーボートが係留され
ている等、水系内での調整が図られていない。
また、既存施設の活用に向けた取組は未実施で
ある。

木曽川マリーナの利用状況

許可船舶の不法係留状況（揖斐川の一例）

⑧放置禁止指定の実施

-3-
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第１３回 
木曽三川下流部船舶対策協議会 
 
     不法係留船対策の具体的な取り組み 

平成２９年８月２５日 

国土交通省 中部地方整備局 

木曽川下流河川事務所 



     議事等 

1 

１．不法係留船対策スケジュール 
 
２．廃船処理 
 
３．船頭平閘門木曽川水路及び西川地先 
 
４．油島地先 
 

５．重点的撤去区域におけるＨ３４年度ま
でのスケジュール（案） 
 
６．放置禁止指定 



      １．不法係留船対策スケジュール 

船頭平閘
門木曽川 
水路及び
西川地先 

廃船 
処理 

放置禁
止指定 

 
 

油島 
地先 

2 

6月 7月 9月 8月 10月 11月 1月 12月 2月 3月 

指定方針案の検討 
他河川の事例調査 

移動先の方針検討 
（関係市、河川管理者） 

平成２９年度 

所有者不明船へ 
警告看板設置 

移動先の候補地決定 
（関係市、河川管理者） 

廃船処理 
（木曽川水路１隻） 

廃船処理 
（木曽川水路１隻、油島１隻及び 
 重点的撤去区域以外） 

指定方針決定 指定 

簡易代執行準備 

各県・関係市町等 
との調整 

※１０月下旬協議会 ※２月初旬協議会 



3 

      ２．廃船処理 
H28.12 
重点的撤去区域内において土砂が堆積していたり沈没している船4隻に対し、 
警告看板を設置（木曽川水路２隻、油島２隻） 
 
   うち２隻  自主撤去済み（油島） 
 
   うち１隻  所有者不明のため、８月中に廃棄処分予定（木曽川水路） 
 
   うち１隻  ９月以降、廃棄処分予定（木曽川水路） 
 
   重点的撤去区域以外  １２月までに順次廃船処分予定 

看板図案 油島 

船頭平木曽川水路 



H29.8.1現在 
不法係留船32隻（内漁船30隻、ＰＢ2隻） 不法桟橋12 
 
Ｈ27全員に指示書交付、警告看板を設置済み。 
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      ３．船頭平閘門木曽川水路及び西川地先 

木曽川 

木曽川水路 

平成２７年３月撮影 

看板図
案 

木曽川 
水辺の楽校 

カルチャービレッジ 

木曽川右岸 
10.8k～11.2k 

附近 平成２７年３月撮影 



H29.8.1現在 
不法係留船49隻（内漁船8隻、ＰＢ41隻） 不法桟橋6 
 
うち、所有者不明船10隻に対し、8月中に警告看板を設置した上で 
 
平成30年度以降に、簡易代執行を実施予定 

治水神社 

木曽三川公園 
センター 

木曽三川公園センター 

油島大橋 

治水神社 

揖斐川 

揖斐川左岸 
13.6～14.0km 

附近 平成２７年３月撮影 

5 

看板図案 

看板案 

      ４．油島地先 



【関係市（桑名市・海津市）】 
 
・新たな係留施設の計画決定、占用手続、設計施工等 
 
Ｈ３４年度までに放置艇ゼロの政府目標を達成するため、今年度中に計画を決定する。 
 
＜今年度に計画決定した場合のスケジュール（案）＞ 
 
 
 
 
 
【河川管理者】 
 
・各機関との連絡調整、簡易代執行及び行政代執行の実施 
 
・今年度中に桑名市及び海津市による移動先の計画が決定すれば、Ｈ３３年度には現在 
 の不法係留船舶が移動可能となるため、残った船舶についてＨ３４年度に行政代執行 
 を予定。 
 ただし、今年度中に移動先の計画が決定できなければ、行政代執行の開始時期を早 
 める予定。 

6 

      ５．重点的撤去区域におけるＨ３４年度までのスケジュール（案） 

年度 Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ Ｈ３２ Ｈ３３ Ｈ３４ 

桑名市・海津市 計画決定 予算要求 設計 施工 移動 （行政代執行） 



【放置禁止指定とは】 

○河川法施行令改正（平成２６年４月１日施行）により、船舶など河川管理者が指定 
  したものを「みだりに捨て又は放置すること」が禁止行為として追加され、罰則適用 
  の対象となった。 
  改正の背景として、平成３４年度までに放置艇をゼロにする政府目標がある。 
 

【罰則の概要】 

○３か月以下の懲役又は２０万円以下の罰金 

 （河川法施行令第５９条第２号） 

 

【今後の予定】 

○木曽川下流管内では、現在まで放置禁止指定の手続が未了のため、今後、 

  他河川での事例を収集した上で指定する区間を決定し、今年度中に手続を完了 

  させる予定。 
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